
【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは

マツタケさんのＣＤから聞こえてく

るのは、やさしさと、やわらかさが

折り重なる、心地よいピアノの音色。

「高校時代までを過ごした彦根の思い

出や、滋賀の風景のイメージがいっ

ぱい詰まっています」とマツタケさん。

穏やかな琵琶湖のような「ｓｔｉｌｌ 

ｗａｔｅｒｓ」、湖北の雪深い情景を思い

出す「ｎｏｒｄ」、実家から見える西日が

陰る様子から思いついた「ｄｉｍ」、高

校時代に作曲した「ｌｏｓｔ ｔｈｉｎｇｓ」な

ど、オリジナル曲14曲を収録している。

「やわらかい曲調のものからポップな

ものまで、いろいろな

曲が入っているので楽

しんで聴いてください」

とマツタケさん。

今年３月には、びわ湖

ホールで初のコンサー

トを開くなど県内を中

心に活動している。

マツタケさんが初めて

音楽に触れたのは３歳

のときに通った音楽教

室。以来、高校２年ま

でピアノを続けていた

が、中・高校時代はシ

ンセサイザーの音作り

やバンド演奏に熱中。

しかし、信州大学哲学科

入学後、再度本格的にピ

アノを始め、在学中に「日

本クラシック音楽コンサー

ト全国大会」で入選。

以来、ピアノへの情熱がますます大

きくなり、本格的に音楽の道に進む

ことを決意。ピアノを猛練習し、信

州大学卒業後、東京の桐朋学園大学

音楽学部に見事、合格した。

「実家の両親や友人も応援してくれ、

何とか音大入学に成功しました。ピ

アノの一つ一つの音には深いものが

ありますから、これからもずっとかか

わっていきたい」と、懐かしく当時を

振り返り、ピアノへの思いを語った。

マツタケさんは桐朋学園大学卒業後、

結婚して東京でジャズピアニストと

して活動していた。しかし、ふるさ

と滋賀で活動したいという思いが日

増しに強くなり、２年前から滋賀に

移り住んで活動している。

「琵琶湖や周辺の山々など、自然に

触れることで感じるものが多い。作

曲は大変ですが、いい曲ができたと

きや、それを演奏するときはとても

楽しく、続けてきてよかったと心か

ら思います。」

初のコンサートでは来場者の反響が

大きく、今後

は野洲や彦根

な ど で コ ン

サートを開く

ことを計画し

ている。

マツタケさん

の今後の活躍

に期待したい。

　　　（取材・鋒山）

●大津市際川3-23-10 ●TEL：077-527-0212

県内の「ＪＥＵＧＩＡ」
にて販売中。
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アルバム収録の様子
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